
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 「新やまなしの教育振興プラン」に基づいた取組が推進され２年目をむかえました。各校においても，生きる力

を育む教育課程の編成に向け「確かな学力」「豊かな心」「健やかな体」の育成を図る取組を積極的に推進していた

だいております。 

 本事務所管内の３市教委・教育協議会研究においても，「確かな学力」の一層の向上に向けた取組が推進されてお

ります。下に示した県の学力向上推進事業との有機的連携を強化し，確実な取組を推進していきたいと思います。 
＜義務教育課資料より＞ 

 
 

  

【事業の目的】
・放課後や土曜日等を活用した学習支援，系統的な教員研修，客観的な学力把握等を通して，全県を視野に入れた学力の向上を目指す。

・県の学力把握調査や全国学力・学習状況調査から明らかになった課題や改善点を指定校における研究及び授業実践を通してより明確にし，確

かな学力の定着と向上を目指す。○

本県教師の資質の
向上と学校全体の
教育力の高まり

・学校生活における課題や悩
みへの支援（指導員の派遣）

・授業づくりや児童理解に関し
ての具体的・実践的指導

・学校生活や生徒指導に関す
るアドバイス

【現状と課題】
１ 「やまなしの教育振興プラン」における知の提唱

「ふるさとを愛し，世界に通じる人づくり」
２ 「学力の定着・向上」に向けての継続的な取組

「県学力把握調査」「学力向上パイロットスクール事業」
３ 学校教育に対する保護者の期待
「基礎的な知識・学力の定着（７５％：アンケートトップ） 」

●学力向上に向けての成果（課題）の継承と継続的対応
●学校規模，地域性等の要因による取組への差異
●時代のニーズや国際的な社会において必要とされる学力へ
の対応

【課題への対応と改善の方向性】
１ 客観的なデータに基づく学力の把握と学力の向上
・本県独自の学力調査を基に，短期の取組と指導や支援の系統性
を考慮した中長期のビジョンによる取組を効果的に進める。

・児童生徒の学ぶ機会の拡大や教員の資質向上により，基礎基本
となる学力の確かな定着を図る。

２ 全県を視野に入れた事業の推進
・全教科及び県内８地区の小中を推進校として位置づけ，具体授

業をベースとした実践的な研究を広める。

山梨県学力把握調査事業

・土曜日等を活用し
た児童生徒の補習
的な学習への支援

学力向上フォローアップ事業

・授業改善プランの実践的検証（指定校）
・指導主事等による継続的指導（山梨大
学や総合教育センターとの連携・協力）
・授業改善プランの普及・浸透（県内全域
域での活用）

授業改善プラン実践事業
若手教員グローアップ事業

・県独自の学力調査の実施及び結果の分析
・結果の課題を踏まえた授業
改善プランの作成

・学力向上の集い，授業力養成講座の企
画・開催
・アドバイザー会議等の企画・運営

は ぐ く み  
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① 授業の始めに児童生徒に授業のめあて（目標）を示しているか。 

② 話し合い，討論，発表などの言語活動を効果的に取り入れているか。 

③ 児童生徒は，他の人の話や発表に耳を傾けているか。 

④ 児童生徒は，（自分の考えをまとめるために）ノートをとっているか。 

⑤ 活用・探求など，学んだことを別の場面で使うようにしているか。 

⑥ 授業や単元の終わりに，児童生徒が目標を達成しているかを評価しているか。 

⑦ 家庭学習（宿題や課題）と授業は，有機的に結びついているか。 

校長先生のリーダシップのもと，日常の授業参観を通

じ，授業改善に向けた取組の充実が図られるようにお願

いします。 



 

 

 ２年目を迎えた，若手教員グローアップ事業のアドバンスティーチャー（ＡＴ）

による巡回訪問指導がスタートしました。対象者（初任者研修を修了した経験３年

以下の教員，30歳以下・経験３年以下の期間採用者）50名（東山梨：27名，笛吹：

23名）に対して，退職教員の経験及び知識・技術をいかし，専門的かつ継続的な指

導を行い，資質向上・授業力向上をめざします。本事務所管内には，東山梨地区に

昨年に引き続き依田一秀先生，新に笛吹地区に丸山一彦先生の２名のＡＴが配置さ

れました。 

 訪問指導では，豊富な経験から，学習指導，学級経営・生徒指導，その他，様々な課題について適切な指導助言

を行っています。まさに若手教員のグローアップにつながるものと期待されています。 

 

平成 27 年度峡東地区

初任者の授業実習校研

修会がはじまりました。小学校 14名，中学校 10名のフレッシュな先生方が，小学

校は日下部小学校，中学校は御坂中学校において，それぞれ５回の研修を行います。 

 5月 29日（金）には，日下部小学校，御坂中学校において開講式，授業参観，研

修・講義が行われました。初任者の研修に対する積極的な姿勢を拝見し，今後の研

修会を通じての成長が楽しみになりました。実習校の先生方，所属校の先生方，ご

指導よろしくお願いします。 

 

◆◇６月の学校要請訪問◇◆ 

 
 

◇◆平成 27年度教科書展示会◆◇ 
今年度も教科用図書展示会を開催いたします。詳細につきましては，本事務所からの通知でご確認くださいますよう

お願いします。 

１ 教科用図書展示会の開催期間及び閲覧時間       

（１） 期間 

平成２７年６月１９日（金）～７月８日（水） ※笛吹地区・東山地区ともに土・日曜日休み 

（２） 閲覧時間 

午前９時 ～ 午後５時 

２ 教科用図書展示会場及び展示教科用図書 

【東山梨教科書センター】 

・東山梨合同庁舎２階２０２会議室（甲州市塩山上塩後 1239-1） 

・展示教科書・・・小中学校教科用図書  高等学校教科用図書 

【笛吹教科書センター】 

・笛吹市役所市民窓口館３階３０１会議室（笛吹市石和町市部 809-1） 

・展示教科書・・・小中学校教科用図書 

３ その他 

  ＊閲覧時間を厳守してください。また，できるだけ相乗りでお越しください。 

  ＊高等学校教科用図書の閲覧を希望する方は，東山梨合同庁舎の展示場へお越しください。 

 

月・日 学　校　名 形　態 研究内容等

6月10日 甲州市立塩山北小学校 学習会
食育に関しての研究をスタートするにあたり，食育に関する理論研究（学習会）と本校の研究の
内容と方法および今後の方向性についての研究協議と指導助言

6月10日 山梨市立後屋敷小学校 研究授業
思考力・判断力・表現力の育成
～言語活動の充実をめざして～

6月10日 甲州市立東雲小学校 学習会
算数科における「授業の構造化」を意識した授業づくりの理論研究や，行う上での留意点やポイ
ントなどを学習したい。

6月15日 笛吹市立八代小 研究授業
共に学び考える子どもの育成
２年生国語科授業研究

6月17日 甲州市立大和小学校 学習会
「学び合い高め合い意欲的に学ぶ児童の育成」
　～　伝え合い交流する　～

6月22日 笛吹市立御坂西小学校 研究授業
山梨県小中学校体育連盟保健体育推進校
主体的に学ぶ児童の育成～自分の考えをもち，伝え合う活動を通して～

6月22日 笛吹市立石和南小学校 学習会
全教員が授業改善プランにもとづいた実践をしていくために，昨年度の授業改善プランをもとに
した授業実践を参観し，本校の授業改善プランについて理解を深める学習会

6月22日 甲州市立神金小学校 研究授業
自ら考え，進んで学習に取り組む児童の育成
～効果的な｢見通し・振り返り」の学習を通して～　（算数科）

6月22日 甲州市立奧野田小学校 学習会
「確かな学力」を育む学習指導に関する研究
ー「わかる」「できる」を実感できる算数科の授業づくりを通して（２年次）ー

6月26日 甲州市立井尻小学校 研究授業
「思考力・判断力・表現力を育てる指導法の研究」
～算数科の問題解決型の学習における言語活動の充実を通して～

6月26日 笛吹市立石和北小学校 研究授業
「自ら学び，自ら考える子どもの育成」
～子ども同士が思いや考えを伝え合う活動を通して～　（学級活動）

6月29日 笛吹市立御坂東小学校 研究授業
自ら考え判断し，豊かに表現する児童の育成
～互いに認め合い，高め合う活動を通して～


